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『主夫のトモロー』
朱川湊人
NHK 出版社
1,600 円（税別）

『暮しの手帖とわたし』
大橋鎭子
暮しの手帖社
900 円（税別）

図・書・紹・介 ・当センター「図書コーナー」にある本を紹介しています。
【貸出しのお約束】・1 人５冊まで　・期限：２週間　・利用時間：９時～ 17 時

  　　　　　　　　　　　　※時間外の返却はセンター入口横のポストをご利用ください。

『アナウンサーが教える
愛される話し方』
吉川美代子
朝日新書
760 円（税別）

◆ 37 年 間 ア ナ ウ ン
サーを続けてきた著者
の集大成。話し方の基
本中の基本を網羅。発
声や誤った日本語表現
など幅広く解説。

2016 年 10 月 No.42
平成 28 年度 とらいあんぐるん大学連携講座 受講者募集中！

ぐんま県民カレッジ連携講座

●ぐんま男女共同参画センター●　電話 027-224-2211  FAX 027-224-2214　（月曜休館です）
　　　　　　　　　　メール  sankakuse@pref.gunma.lg.jp

■会場：ぐんま男女共同参画センター（前橋市大手町 1-13-12）
■費用：無料
■定員：7 ０人（先着順）
■申し込み方法：電話、ファクス、メールで、住所、氏名、電話番号をお知らせください。　

主催：東京家政大学  女性未来研究所・ぐんま男女共同参画センター

各回のみの
受講も可能

※手話通訳を希望する方や車椅子ご利用の方はその旨をご連絡ください。( 手話通訳は各回２週間前までにお願いします）

火 水 木 金 土 日

9:00 ～ 12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13:00 ～ 16:00 ○ ○ ○ ○ ─ ─

ひとりで
悩まないで…
気軽に
ご相談を…

女性専用電話相談です。
相談は無料で秘密は厳守します。

電話 027-224-5210
●相談日と時間

【相談内容】家庭の問題の他、女性の自立や能力の発揮、性差に関する悩みなど…。

 

 

 

〒 371 － 0026　群馬県前橋市大手町１－１３－１２
電話 027-224-2211　FAX 027-224-2214
メール  sankakuse@pref.gunma.lg.jp

●お車でお越しの際は、県庁内「県民駐車場」をご利用くだ
　さい。(2 時間まで無料）
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センターのご案内

●開館時間：火　～　金　９：00 ～ 21：00
　　　　　　土・日・祝　９：00 ～ 17：00
●休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は直後の平日）
　　　　　12 月 29 日～ 1 月 3 日

●編●集●後●記●

　昨年、当センターで開催した芸術とジェンダーをテーマに

した連続講座は、大変興味深く考えさせられた。そこで、オー

ケストラと女性の関係はどうだろうかと考えてみた。

　女性の楽団員は弦楽器を中心に多いが、世界最高峰のベル

リンフィルとウィーンフィルは長らく女性の入団を認めな

かったのは有名な話である。ベルリンフィルは、８２年に帝

王カラヤンが女性クラリネット奏者を入団させようとして

オーケストラと対立したことがあった。芸術性や音色がオー

ケストラと合わないということが表向きの理由だったが、女

性であったことが一因とも言われている。結局、彼女は楽団

を去ったが、翌年に別の女性奏者が初めてベルリンフィルに

採用された。一方、頑なに女性の入団を認めなかったウィー

ンフィルは、しばしば批判されたこともあって、９７年に

やっと女性団員が誕生した。当時は、伝統ある音が変わって

しまうのではないかという危惧さえあったが、今ではウィー

ンフィルのコンサートマスターの一人に女性が就いている。

　それでは、オーケストラを統率する指揮者はどうだろう

か。世界的に見ても圧倒的に男性社会である。日本にはプ

ロの女性指揮者がわずかではあるが活躍している。群響の

７０周年で上演したオペラ「蝶々夫人」を指揮した三ツ橋

敬子さんもその一人だ。群響の定期演奏会に女性指揮者が

登場したらどんな調べを奏でてくれるか、聴いてみたいも

のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敏）

・年末年始 (12/29 ～ 1/3)、祝日、月曜日は休み　・月曜日が祝日の場合、火曜日も休み

生涯にわたって心身ともに健康で充実した生活を送ることは、男女共同参画社会において、その個

性と能力を発揮するための基本要件です。「男性も女性も等しく健康に生きる ｣ ということを、ス

ポーツを通じて考えてみませんか？人生１００年時代。楽しく、元気に、長く暮らすための「ヒント」

を一緒に学びましょう！

 ぐんま男女共同参画センター 

 〒371-0026 群馬県前橋市大手町 1-13-12 

ＴＥＬ：０２７－２２４－２２１１ 
ＦＡＸ：０２７－２２４－２２１４ 

メール：s a n k a k u s e @ p r e f . g u n m a . l g . j p  
 

図書コーナーをご利用ください
●男女共同参画に関する書籍のほか、話題を呼んだ一般書籍も多く取り揃えてお

ります（ex.「コンビニ人間」村田沙耶香）。ぜひお立ち寄りください！

◆『暮しの手帖』創刊
者の故・大橋鎮子さん
の唯一の自伝。名編集
者・花森安治と出会い
アイデア満載の名雑誌
を創り上げた。

◆主夫トモローを通
して多様な家族が描
かれる。優しさに満
ちあふれたじんわり
と温かい物語。

鏑木　毅さん 神山雄一郎さん

石田良恵さん

樋口恵子さん

スポーツと健康から、
男女が共に
暮らしやすい
社会を考える

　

第 1 回　 11/2（水）
18:30 ～ 20:30

　鏑木  毅さん
　　（プロトレイルランナー）  

第２回　 11/20（日）
13:30 ～ 15:30

　神山  雄一郎さん
　（群馬県立女子大学 名誉教授）　  

第３回　 12/11（日）
13:30 ～ 15:30

　石田  良恵さん
  （日本ウェルネススポーツ大学 教授）

第４回　 12/18（土）
13:30 ～ 15:30

　樋口  恵子さん
　（東京家政大学女性未来研究所長）

日　　   時　　　　　   講　　　　師　　　　　　　　内　　　　容

 鏑木毅が

　『山と健康』 を語る

 神山雄一郎が
　『健康と体育』 を語る

石田良恵が
　『生きる力』 を語る

樋口恵子が
　『相撲』『マラソン』 を語る

※山の素晴らしさ、温泉などを通して

※男性を排除したネットボール？

※脳も鍛える簡単な実技つき

※スポーツに潜むジェンダー？


